


河川の分類 河川名 指標種名 在来種名※１

①：人工的な川 片平川 ドジョウ、メダカ類 ドジョウ、メダカ類

真福寺川 ドジョウ、メダカ類 ドジョウ、メダカ類

有馬川 ドジョウ、メダカ類※２ スミウキゴリ

②：生物の生息場として標準の環境 五反田川 ドジョウ、アユ
オイカワ、マルタ、ウグイ、モツゴ、
ドジョウ、アユ、スミウキゴリ

渋川
カマツカ、ドジョウ、ア
ユ

オイカワ、マルタ、ウグイ、カマツ
カ、アユ、メダカ類、スミウキゴリ、
ウキゴリ

二ヶ領用水
（円筒分水

下流）

カマツカ、ドジョウ、メ
ダカ類

ギンブナ、オイカワ、マルタ、モツ
ゴ、カマツカ、ドジョウ、メダカ類、
スミウキゴリ

③：生物の生息場として望ましい環境 平瀬川 ホトケドジョウ
オイカワ、マルタ、ウグイ、モツゴ、
カマツカ、ドジョウ、アユ、ヌマチチ
ブ、スミウキゴリ

麻生川 アブラハヤ
ギンブナ、オイカワ、アブラハヤ、モ
ツゴ、ドジョウ、アユ、メダカ類

二ヶ領本川 アブラハヤ
ギンブナ、オイカワ、アブラハヤ、マ
ルタ、ウグイ、モツゴ、カマツカ、ニ
ゴイ、ドジョウ、アユ

二ヶ領用水
（宿河原

線）
アブラハヤ

オイカワ、アブラハヤ、マルタ、ウグ
イ、カマツカ、ニゴイ、ドジョウ、ア
ユ、メダカ類、ヌマチチブ、スミウキ
ゴリ

三沢川
アブラハヤ、ホトケド
ジョウ、シマドジョウ属

ギンブナ、オイカワ、アブラハヤ、マ
ルタ、ウグイ、モツゴ、カマツカ、ニ
ゴイ、ドジョウ、シマドジョウ種群、
ホトケドジョウ、アユ、メダカ類、ヌ
マチチブ、スミウキゴリ、ウキゴリ

Ⅳ：その他

感潮域、汽水域などに位置する

※  平成19〜30 年の調査データ等を元に設定しています。
※１

※２ 人工的な川に該当する有馬川では、在来種の出現が非常に少ないため、指標種の出現が確認できない状況です
が、他の2 河川（片平川、真福寺川）の出現状況を勘案し、「ドジョウ、メダカ類」を指標種としました。

表 各河川の指標種及び在来種

基本的に3面張りの典型的な都市河川であ
り、環境の変化に乏しい
（在来種の出現数1〜2種）

石礫底や抽水植物帯など環境が比較的多様
である
（在来種の出現数5〜10種程度、「水質がき
れい」に該当する種が出現している。）

石礫底や抽水植物帯など環境が多様であ
り、水質の安定した流入（湧水など）があ
る
（在来種の出現数が10種程度以上、「水質
が非常にきれい」に該当する種が出現して
いる）

オイカワ、カマツカ、ドジョウ、ア
ユ、ボラ、マハゼ、ヌマチチブ、スミ
ウキゴリ、ウキゴリ、ビリンゴ

在来種とはもともとその地域に住んでいる生きもののことです。在来魚種の種数が多いほど、多様な魚類が生息
できる良い環境と言えます。

矢上川 ビリンゴ、マハゼ




